
第１８０号   こだいら公民館だより               令和８年４月（１）  

                   

                                     

   
 

                                 

                                     

                         
 

 

 

 

 

 

 

編集・発行 小平市中央公民館 

〒１８７－００３２ 小平市小川町２－１３２５ 
電話 ０４２－３４１－０８６１ ＦＡＸ ０４２－３４１－０８８３ 
E-mail kominkan@city.kodaira.lg.jp 

 

このイベントは、公民館利用サークルを始め、地域で活躍している方達の日頃の活動の成果を発

表することで、地域へ学びの成果を還元し、更なる地域活性化に繋げることを目的としています。 

多くの方にお越しいただき、ありがとうございました。公民館へのご来館をお待ちしています。 

 

こだいらオール公民館まつり、 

学習成果発表展を同時開催しました。 
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◆詳細は、順次、市報やホームページに掲載いたします。  ◆保育付講座 … ★ 

    

                                     

                                     

   
 

地域支援講座 
 

子育て支援講座 

上宿 
プランターで花や野菜を育ててみ

よう 

 
花小金井南 

心と体を育む親子のスキンシップ 
★ 

上水南 
ふるさとの台所講座 うどんから

見える小平の食文化 

 
仲町 

ゼロから１歳児のための子育てあ
れこれ 

防災・生活安全講座 
 

大沼 

夏野菜の収穫とフォカッチャづくり 

仲町 様々な詐欺の手口を知る 
 

楽しく簡単おうちレストラン★ 

健康づくり講座 
 

文化・教養講座 

上宿 
イライラに振り回されない笑顔の

人生獲得法 

 
花小金井南 

はじめての本格インド家庭料理  
第3弾 

仲町 大人のストリートダンス（入門編） 
 

仲町 アフリカのリズムで遊ぼう 

津田 ヴォイストレーニングで歌唱力 up 
 

津田 

古典和歌に親しんで… 

ジュニア講座 
 

日本酒を学ぼう SAKEの美学【夏】 

花小金井北 楽しく英語を学ぼう  水引アート入門 

上宿 K-POPダンス＆BON-DANCE  シニア講座 

上水南 
アート書道でオリジナルポストカー

ドを作ろう 
 花小金井北 

初心者向けスマホ（アンドロイド）

講座 

津田 張子のランプシェードを作ろう  上水南 ラジオ体操から始める健康づくり 

子育て支援講座  

津田 

季節の花を和紙で作ろう 

上宿 親子で手作りパン教室  
孫とできるボードゲーム・カードゲ

ーム 

上水南 はじめてのかぎ針編み★  大沼 グランドピアノに触れてみませんか 

 

※中止または内容等が変更になる場合があります。 



第１８０号   こだいら公民館だより               令和８年４月（３）  

           

１
９
９
５
年
小
川
公
民
館
の

講
座
終
了
後
に
有
志
で
設
立
し

ま
し
た
。 

自
然
や
山
野
草
を
楽
し
み
な

が
ら
山
野
を
歩
き
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目
指
し

て
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

毎
月
第
１
火
曜
日
、
第
３
土
曜

日
に
奥
多
摩
や
秩
父
の
低
山
を

歩
き
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
第
４

土
曜
日
朝
１０
時
か
ら
１２
時
ま

で
小
川
公
民
館
で
定
例
会
議
を

開
き
、
コ
ー
ス
説
明
や
山
歩
き

の
勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
。 

会
員
は
２１
名
で
山
行
に
は

５
名
か
ら
１０
名
の
方
が
、
そ
れ

ぞ
れ
各
自
が
体
調
に
あ
わ
せ
、

無
理
を
せ
ず
参
加
し
て
い
ま
す
。 

フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
十
分
な
時

間
を
取
り
、
四
季
の
草
花
に
触

れ
な
が
ら
、
自
然
の
美
し
さ
の

中
、
身
体
機
能
の
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
事
故
の
な
い
安
全

な
山
登
り
に
努
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
年
１
～
２
回
八
ヶ
岳

な
ど
の
山
小
屋
に
泊
ま
り
、
満

天
の
星
空
を
眺
め
る
な
ど
、
非

日
常
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
定

例
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

会 

費 

年
２
千
円
（
家
族
会

員
は
１
千
円
） 

問
合
せ 

小
川
公
民
館 

０
４
２
（
３
４
３
）
３
６
２
０ 

                 

私
た
ち「
や
さ
し
い
太
極
拳
」

は
、
令
和
３
年
６
月
に
花
小
金

井
北
公
民
館
主
催
で
開
催
さ
れ

た
講
座
「
手
軽
に
楽
し
く
太
極

拳
」
の
受
講
者
で
立
ち
上
げ
た

サ
ー
ク
ル
で
す
。 

ま
も
な
く
結
成
５
年
に
な
り
、

少
し
ず
つ
で
す
が
上
達
も
し
て

き
ま
し
た
。
で
す
が
、
た
ま
に

家
で
復
習
し
よ
う
と
す
る
と
、

「
あ
れ
っ
？
次
の
動
き
ど
う
す

る
ん
だ
っ
け
？
」
と
な
り
、
次

の
練
習
の
時
に
ま
た
教
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

そ
ん
な
私
た
ち
を
講
師
の
大

野
谷
先
生
は
毎
回
、
懇
切
、
丁

寧
に
根
気
強
く
指
導
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。 

和
気
あ
い
あ
い
と
互
い
に
教

え
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
仲
間
と
一
緒
に

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
体
も
心

も
軽
く
な
り
、
日
々
の
健
康
に

も
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
一
緒

に
太
極
拳
を
や
り
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
は
見
学
、
体
験
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。 

た
だ
今
、会
員
募
集
中
で
す
。

初
心
者
で
も
安
心
し
て
気
楽
に

参
加
で
き
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。 

 活
動
日 

第
２
・
４
木
曜
日 

時 

間 

午
前
１０
時
～
正
午 

会 

費 

月
２
千
円 

問
合
せ 

花
小
金
井
北
公
民
館

０
４
２
（
４
６
２
）
５
７
９
０ 

            

      

「
ふ
え
の
和
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
合
奏
を
楽
し

む
サ
ー
ク
ル
で
す
。 

公
民
館
講
座
「
リ
コ
ー
ダ
ー

再
入
門
」
を
経
て
昨
年
７
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
月
１
回
の

講
師
指
導
の
ほ
か
、
月
１
〜
２

回
の
自
主
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。 こ

れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
曲

は
、「
涙
そ
う
そ
う
」「
パ
ッ
ヘ

ル
ベ
ル
の
カ
ノ
ン
」「
コ
ン
ド
ル

は
飛
ん
で
い
く
」等
々
で
す
が
、

初
心
者
用
に
講
師
の
先
生
が
や

さ
し
く
ア
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。 

基
礎
的
な
ス
キ
ル
は
ま
だ
ま

だ
で
す
が
、
と
に
か
く
合
奏
を

楽
し
む
こ
と
を
第
一
と
し
、
練

習
中
は
「
高
い
シ
の
音
が
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
ソ
の
♯
の

指
使
い
っ
て
ど
う
だ
っ
け
？
」

「
今
の
合
奏
、
テ
ン
ポ
合
っ
て

た
ね
」な
ど
和
気
あ
い
あ
い
と
、

練
習
の
合
間
の
お
し
ゃ
べ
り
も

含
め
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。 新

規
会
員
も
募
集
中
で
す
。

年
齢
・
性
別
・
経
験
は
問
い
ま

せ
ん
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。
こ
ど
も
の
頃
に
触
れ
た

こ
と
の
あ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
で
私

た
ち
と
一
緒
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ

ひ
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

 活
動
日 

第
２
・
４
木
曜
日 

時 

間 

午
前
１０
時
～
正
午 

会 

費 

月
２
千
円 

問
合
せ 

上
宿
公
民
館 

 

０
４
２
（
３
４
５
）
１
１
６
４ 

                           

公民館利用サークルの情報をホーム

ページに掲載しています。 

「小平市公民館 団体一覧」で検索、

または公民館窓口にお問い合わせく

ださい！ 

上
宿
公
民
館 

ふ
え
の
和
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

 

 

小
川
公
民
館 

小
川
山
楽
会 

花
小
金
井
北
公
民
館 

や
さ
し
い
太
極
拳 
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日
時 

２
月
７
日
（
土
） 

場
所 

J:com

コ
ー
ル
田
無 

テ
ー
マ 

個
人
的
な
こ
と
が
社

会
的
な
こ
と
に 

～ 

個
人
か
ら

団
体
、
地
域
、
社
会
へ
と
広
が

っ
て
ゆ
く
起
点
を
担
う
公
民
館

に
つ
い
て
考
え
る 

～ 

東
京
都
の
公
民
館
関
係
者
が

一
堂
に
集
い
研
究
大
会
が
西
東

京
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
大
会
の
研
修
テ
ー
マ
は

「
個
人
的
な
こ
と
が
社
会
的
な

こ
と
に
」で
し
た
。公
民
館
が
、

個
人
の
学
び
か
ら
出
発
す
る
社

会
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
に
焦

点
を
当
て
、『
個
』
か
ら
、
人
と

人
と
を
結
ぶ
『
公
民
館
』
の
意

義
や
役
割
に
つ
い
て
、
改
め
て

考
え
ま
し
た
。 

当
日
は
、
精
神
科
医
・
音
楽

家
・
評
論
家
で
あ
る
泉
谷
閑
示

氏
に
よ
る
基
調
講
演
、
お
よ
び

千
葉
大
学
名
誉
教
授
の
長
澤
成

次
氏
に
よ
る
補
足
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
個
人

の
内
発
的
な
学
習
へ
の
動
機
を

尊
重
し
、
そ
れ
ら
が
起
点
と
な

っ
た
学
び
が
、
公
民
館
を
媒
体

と
し
て
新
た
な
活
動
へ
と
発
展

し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
学
び
を

生
み
出
し
て
い
く
『
学
び
と
活

動
の
循
環
』
を
、
地
域
の
中
に

ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
が

重
要
な
論
点
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
田
中
雅
文
氏
（
日

本
女
子
大
学
名
誉
教
授
）、佐
藤

将
之
（
早
稲
田
大
学
）、
坂
内
夏

子
氏
（
早
稲
田
大
学
）
を
迎
え

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
公
民

館
が
、
単
な
る
学
習
の
場
に
留

ま
ら
ず
、
地
域
社
会
の
地
下
水

脈
と
し
て
、
個
人
の
自
発
的
な

学
び
と
成
長
を
支
え
、
社
会
形

成
を
担
っ
て
い
く
『
学
び
と
活

動
の
循
環
』
の
拠
点
と
な
る
べ

き
役
割
に
つ
い
て
、
深
く
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

今
大
会
を
通
じ
て
、
個
人
の

学
び
に
よ
り
、
地
域
を
豊
か
に

す
る
未
来
像
が
描
か
れ
、
ひ
い

て
は
地
域
社
会
に
希
望
と
活
力

を
与
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。 

（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

宮
井
桂
子
） 

     

私
た
ち
公
運
審
は
令
和
６
年

度
に
教
育
委
員
会
よ
り
委
嘱
さ

れ
、
令
和
８
年
３
月
末
で
２
年

間
の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。 

前
期
（
令
和
４
・
５
年
度
）

の
公
運
審
で
は
、
公
民
館
が
市

民
の
学
習
権
を
保
障
す
る
社
会

教
育
施
設
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
提
言
『
未
来
を
創
る
公
民

館
の
役
割
～
社
会
教
育
施
設
と

し
て
の
公
民
館
の
在
り
方
～
』

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

は
こ
の
提
言
を
受
け
継
ぎ
、
公

民
館
の
役
割
と
は
何
か
、
新
た

な
公
民
館
の
あ
り
方
、
そ
し
て

複
合
化
さ
れ
た
施
設
で
の
社
会

教
育
施
設
の
あ
り
方
等
を
、
重

点
テ
ー
マ
に
お
き
議
論
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

現
在
、
小
川
駅
西
口
複
合
施

設
「
小
川
パ
レ
ッ
ト
」
は
令
和

８
年
度
に
完
成
予
定
で
、
小
平

第
十
一
小
学
校
等
複
合
施
設
の

整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
を
担
う
施
設

と
し
て
の
公
民
館
の
役
割
へ
の

期
待
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
一

方
で
、
こ
れ
か
ら
の
小
平
市
の

公
民
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
、
時
代
の
要
請

と
と
も
に
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
様
々
な
状
況
等
も
含
め
再
考

す
べ
き
時
期
で
あ
る
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
。 

自
主
研
修
会
で
は
「
公
民
館

に
お
け
る
政
治
的
活
動
報
告
会

等
の
実
施
に
つ
い
て
考
え
る
」

を
開
催
し
学
習
を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
地
域
の
人
た
ち
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
地
域

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
場
と
し

て
貢
献
す
る
の
が
公
民
館
の
本

質
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
学

び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
議

論
の
成
果
と
し
て
提
言
『
新
た

な
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
』
を
ま
と
め

ま
し
た
。
本
提
言
が
、
次
の
公

運
審
、
公
民
館
利
用
者
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
公
民
館
を
利
用
す

る
皆
様
と
の
間
で
、
新
た
な
利

用
者
を
増
や
す
た
め
の
公
民
館

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
丁
寧
な

議
論
の
た
た
き
台
と
な
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

令
和
８
年
３
月
末
を
も
っ
て

公
運
審
の
任
期
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
私
た
ち
は
公
民
館
と
社

会
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
公
民
館
運
営
審
議

会
を
代
表
し
て
、
市
民
の
皆
様

か
ら
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
公
民
館
運
営
審
議
会
会
長

古
家
裕
美
） 

第
６２
回
東
京
都
公
民
館

研
究
大
会
に
参
加
し
て 

  

公
運
審
の
２
年
間
の
活
動

を
振
り
返
っ
て 

 

 
中央公民館     電話  ０４２（３４１）０８６１ 

FAX  ０４２（３４１）０８８３ 
小川公民館     電話＆FAX ０４２（３４３）３６２０ 
花小金井北公民館  電話＆FAX ０４２（４６２）５７９０ 
上宿公民館     電話＆FAX ０４２（３４５）１１６４ 
上水南公民館     電話＆FAX ０４２（３２５）４１３３ 
小川西町公民館    電話＆FAX ０４２（３４３）１４１５ 
花小金井南公民館  電話＆FAX ０４２（４６１）０８６１ 
仲町公民館     電話  ０４２（３４１）０８６２ 

FAX  ０４２（３４４）７１５２ 
津田公民館     電話＆FAX ０４２（３４２）０８６３ 
大沼公民館     電話＆FAX ０４２（３４２）１８８８ 
鈴木公民館     電話＆FAX ０４２（３８８）００５０ 


